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〔町の人口〕

男 7，023人(十14)

女 6，563人(+3) 

計 13，586人 (+17) 

世帯数 4，807戸 (+18) 
8月1日現在。 ( )内は前月比

町の鳥=ひばり

町の花=れんげ

町の木=乙女椿
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下水道を進め、

回丁和ホタルの里・昭

-・・・・9月刊日「全国下水道テー」e.... 
私
た
ち

の
快
適
な
生
活
環
境
を
つ
く
る
下
水
道
で
す
が
、
そ
の
役
割
は
重
要

で
あ
る
も
の
の
、
地
下
に
埋
設
さ
れ
直
接
目
に
す
る
機
会
が
な
い
た
め
、
誰
も
が

知

っ
て
い
る
よ
う
で
案
外
正
し
く
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

9
月
刊
日
は
、
「
全
国
下
水
道
促
進
デ

l
」
で
す
。
こ
の
機
会
に
下
水
道
の
果

た
す
役
割
や
重
要
性
を
も
う

一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

私
た
ち
は
生
活
し
て
ゆ
く
う
え
で
様

々
な
形
で
水
を
使
っ
て
い
ま
す
。
台
所
や

風
呂
、
洗
濯
や
水
洗
便
所
な
ど
の
生
活

排
水
や
、
工
場
な
ど
の
工
業
排
水
は
、
そ

の
ま
ま
川
に
流
す
と
水
質
を
悪
く
し
、
悪

臭
の
発
生
や
、
自
然
環
境
を
破
壊
す
る

原
因
と
な
り
ま
す
。
そ
う
し
た
汚
水
を

集
め
て
処
理
し
、
き
れ
い
な
水
に
し
て
自

然
の
サ
イ
ク
ル
に
も
ど
す
の
が
下
水
道
の

は
た
ら
き
で
す
。

①
水
質
保
全

川
や
海
を
汚
す
原
因
と
な
る
家
庭
排

水
を
き
れ
い
に
し
て
か
ら
流
す
の
で
、
川

や
海
の
水
が
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。

②
環
境
保
全

く7つのまちがいさがし!!>
下の2枚の絵を見比べて 7つ 応募方法官製はがきに、クイズの答え、住所、氏名、

のまちがいをさがして下さい。 電話番号を明記して、昭和町役場都市計画課
昭和町押越 542-2) まで応募

7つ全部正解されだ万には記 して下さい。

念昆を差し上げます。 締切り 9月30日まで

② 平成6.9.1しょうわ広報

~I? 
u下水 道き れい な水 を



工事の申込み
昭和町の宅内の下水道排水設備工事は、指定工事底でないと工事はできませんので、申込みの際に

は下の一覧表を参考にして下さい。工事の申込みは役場の下水道係にして下さい。役場から工事庖に

申込書を送ります。その後、工事方法や工事費用等については直接工事庖と打ち合わせて下さい。

排水設備指定工事届一覧表

修城三甲甲制工信府東卦辛t口冷ネ事管暖住オw工r.!i工工手設事主業業名主側側側側茎

f主月庁 電 話番号
日召平日開丁 75-3147 
竜王町 76-2430 
甲府市 35-5221 
甲府市 26-5700 
櫛形町 84-1133 

側ヤザキ工業伸駒 八甲府田村市
85-3131 

明和工業 51-7511 
備) 石 回 工 業

輯i26-6366 
帰 坂本工

業育 75-3674 
備) 丸正住宅設 83-2017 
長 沼 工 警 鵠

83-0484 
備) 清 ァk 商 85-0649 
備) 山 田 設 備 37-1897 
側甲栄興 業側 白キ艮岡丁 83-2074 

菊島設主主 韮崎市 0551-22-0382 

宝設備工 所 宝甲穂府町市
35-2828 

性駒 日 管 73-7091 
山 梨藤吉工業側 甲府市 26-7121 

管工義
甲府市 41-6011 

樋甲府住口宅設設備
甲府市 26-6529 
甲府市 28-8821 

備) 一 陽
業工 業側

甲府市 51-3357 一
イ言 用 工 韮崎市 0551-22-2231 

伸駒 レ イ コ 一

轄
77-6863 

守有票 泉進
工 棄業 性帯 35-0587 
産 骨粉 28-6666 

③広報しようわ平成6.9.1

工事底名
サンリップラント側
大久調温伸駒
大栄設備(掬
側渡辺工業所
甲府管工業嗣
一木設備
側花輪工業所
共和総合設備側
日本パイピング工業側
日 興 建 設 側
山梨日化サービス側
富士冷暖側
甲信目立化成住機側
側緑が丘設備
側丸 、真冷熱
側旭建設
白峰住宅設備
偏富士見工業
情)管清社
尽誠興業側
城西ハウジング鮒
帰山梨三祐工業所
甲 和 管 工業
倒永田工業所
共伸建設側

口
町
一
町
田
町
一
町
市
雨
時
間
同
一
回
富
一
世
間
一
向
車
問
一
町
隔
離

電話番号
22-8091 
35-2881 
24-4331 
24-6353 
26-1223 
22-7368 
26-7722 
22-8877 
35-8818 
75-3128 
75  -6 9 1 1 
26-1451 
76-2012 
52-9099 
41-4422 
75  -2 2 1 1 
52-9251 
22-8224 
41-5486 
32-4603 
28  -1 1 2 2 
28-5921 
27-7266 
52-7161 
75-0761 



九
月
十
五
日
は

十
五
日

3
二
十
一
日
は
老
人
福
祉
週
間
で
す

九
月
十
五
日
は
『
敬
老
の
日
』
で
す
。

ま
た
、
こ
の
日
か
ら
一
週
間
は
「
老
人

福
祉
週
間
」
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
期
間
に
は
、
各
地
区
で
敬
老
会

が
行
わ
れ
、
永
年
に
わ
た
っ
て
社
会
に

尽
く
さ
れ
て
き
た
お
年
寄
り
の
功
を
ね

ぎ
ら
う
と
と
も
に
、
長
寿
が
お
祝
い
さ

れ
ま
す
。

ま
た
、
米
寿
を
迎
え
ら
れ
る
方
々
に

対
し
て
は
、
泉
町
長
が
訪
問
し
て
記
念

品
を
贈
り
米
寿
を
お
祝
い
し
ま
す
。

お
年
寄
り
は
社
会
の
先
輩
と
し
て
尊

敬
さ
れ
、
そ
の
尊
敬
に
ふ
さ
わ
し
い
生

活
を
社
会
か
ら
与
え
ら
れ
る
権
利
を
持

っ
て
い
ま
す
。
今
後
さ
ら
に
高
齢
化
が

進
む
中
で
、
お
年
寄
り
の
福
祉
に
つ
い

て
関
心
を
持
ち
、
理
解
を
深
め
、
生
き

が
い
の
あ
る
福
祉
社
会
を
築
い
て
い
き

ヰ
品
?
し
ょ
、っ
。

ご3

西
条

一
区

西
条
二
区

清
水
新
居

甲

盛

↓
寸
d

土
比

河
東
中
島

紙
漉
阿
原

築
地
新
居

飯

喰

河

西

上
河
東
二
区

-} 

い
つ
ま
て
之
苓
生
さ
器
，
.

ホ
ー
ム
へ
ル
パ

l
が
お

伺
い
し
ま
す
。
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
通
し
て
、
老
人
が

健
康
で
や
す
ら
か
な
在
宅

生
活
を
お
く
れ
る
よ
う
援

助
し
ま
す
。
ま
た
家
族
の

介
護
負
担
の
軽
減
を
は
か

る
こ
と
も
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

塚原さんは、昭和55年12月民生児童委員を拝命して以来、

現在まで通算10年 6ヶ月(現在 4期目)の長きにわたり地

域の寝たきり老人や介護者、 一人ぐらしのお年寄、母子父

子家庭、心身障害者等の悩みや問題解決に献身的にあたり、

地域福祉の増進に尽力してきました。その問、区長、民生

児童委員協議会副総務、社会福祉協議会心配ごと相談員、

共同募金企業大口募金奉仕者等の要職を歴任され大きな成

果を上げています。

温かい人柄と誠実な努力の積み上げによ って地域の厚い

信頼を得ています。

このような献身的な永年の民生児童委員としての活動が

認められ、このほど中巨摩郡社会福祉協議会評議員会の席

上、郡社会福祉協議会長表彰を受賞されました。

ガ訪問ヘルパー
-
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

。
身
体
の
介
護
に
関
す
る
こ
と

食
事

・
排
池
・

着
脱
衣
・
入
浴
・
洗

髪
・
病
院
付
添
な
ど

O
家
事
に
関
す
る
こ
と

調
理
・
洗
濯
・
掃
除
・
買
物
な
ど

O
相
談
、
助
言
に
関
す
る
こ
と

役
場
と
の
連
絡
・
生
活
相
談
助
言

・
利
用
で
き
る
家
庭

身
体
が
弱
か

っ
た
り
、
心
身
の
障

害
や
傷
病
な
ど
で
ね
た
き
り
に
な

っ

て
い
る
な
ど
、
日
常
生
活
に
支
障
が

あ
る
お
年
寄
り
の
い
る
家
庭
で
、
家

族
の
介
護
が
困
難
な
場
合
。

ひ
と
り
暮
ら
し
で
も
、
元
気
な
お

年
寄
り
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

-
利
用
料
金

原
則
と
し
て
無
料
で
す
。

今
年
、
米
寿

を
迎
え
る
み
な
さ
ん

(
敬
称
略
)

笠

井

善

晴

(

男

)

深
津

く
に
子
(
女
)

河

西

き

く

の

(

女

)

湯

村

か

や

(

女

)

高

梨

ぶ

ん

(

女

)

保

坂

か

を

る

(

女

)

下

里

虞

冨

(

男

)

荻

野

た

ま

よ

(

女

)

森

川

松

枝

(

女

)

小

宮

山

光

三

(

男

)

河

西

さ

だ

の

(

女

)

市

川

あ

や

、志

(

女

)

今

津

保

(

男

)

五

味

安

昌

(

男

)

原

た

け

(

女

)

望

月

と

美
子

(

女

)

しょうわ広報

』

V

表
彰
を
受
け
た
塚
原
氏

心
身
障
害
者
の
み
な
さ
ん
ヘ

山
梨
県
心
身
障
害
者
自
動
車
燃
料
費

助
成
金
(
平
成
六
年
度
前
期
分
)
の
請

求
を
受
付
け
ま
す
。

-
対
象
者

自
動
車
税
ま
た
は
軽
自
動
車
税
の

減
免
を
受
け
て
い
る
方
で
、
身
体
障

害
者
手
帳
一
級
・
二
級
、
戦
傷
病
者

手
帳
特
別
・

第
一

・
第
二
項
症
、
療

育
手
帳

A
に
該
当
す
る
人
。

午後三 午十時前二九月日

午後時四十分午前時三九 一( 木) 九月日
J付エ2ζ 

時 1(jA、LJ 日
時=

一階ロピi町北部竜王公 講義室2府南公市甲 メ~

館民 場
館民

-
持
参
す
る
も
の
な
ど
詳
し
く
は
、
峡
中

福
祉
事
務
所
(
包

M
1
4
3
0
5
)
ま
で



国
保
の
窓
口

平成6年度

国保税~率ガ決定

八
月
は
国
民
健
康
保
険
税
の
本
算
定
の
月
で
し
た
。
八
月
分
の
国
保
税

の
納
付
は
も
う
お
済
み
に
な
り
ま
し
た
か
。

国
保
税
は
、
国
保
を
運
営
す
る
た
め
に
、
非
常
に
重
要
な
財
源
で
す
。

必
ず
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

さ
て
、
二
年
間
据
え
置
い
て
ま
い
り
ま
し
た
国
保
税
で
す
が
、
左
の
表

で
も
お
わ
か
り
の
よ
う
に
、
医
療
費
の
伸
び
に
は
著
し
い
も
の
が
あ
り
、

国
保
の
財
政
状
況
も
非
常
に
厳
し
く
、
も
う
こ
れ
以
上
の
据
、
ぇ
置
き
は
不

可
能
と
い
う
段
階
に
達
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
本
年
度
は
、
所
得
割
額
を
、

0
・
三
%
、
資
産
割
額
を
三
%

引
き
上
げ
る
こ
と
に
決
定
し
た
次
第
で
す
。
是
非
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
そ
し
て
加
入
者
一
人
ひ
と
り
が
、
適
正
な
受
診
に
心
が
け
、
ム

ダ
な
医
療
費
は
減
ら
し
た
い
も
の
で
す
。

0国保の重要な財源となる保険税は、

次の4つの合計により算出されます
①+②+③+@ が年税額となります。(限度額は50万円です)乙の

年税額から 4-7月の額を引いた額が日-3月の額となります。

(百円単位の端数はB月で調整します)

※年度途中の加入・脱退は、月割り計算となります。

税率 21.00%

(前年度 18.00%) ② 
税 率 3.50%

(前年度 3.20%) ① 

税 額 23.500円

(前年度同額)

+ 

④ 
税額 15.870円

(前年 度同額)③ 

国保医療費の状況
4
億
6
4
8
8万
円

3
億

8
5
5
8万
円

0一人あたりの医療費
一般分 退職分 老 人 4E2コh 

3年度 128，441円 335，920円 495，624円 194，807円

4年度 131. 714円 274，418円 539，226円 202，326円

5年度 143，438円 312，175円 585，110円 223，993円

3
億

3
5
9
3万
円

E
億

9
4
4
0万
円

4
億

2
7
2
8万
円

4
億

1
8
4
6万
円

51意

41意

3億

2億

昭
和
町
体
育
協
会
で
は
、
初
心
者
と
シ

ニ
ア
を
対
象
に
き
わ
や
か
・
シ
ニ
ア
ふ
れ

一
あ
い
コ
ン
ペ
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
初
心

一
者
の
方
を
歓
迎
し
ま
す
。
お
気
軽
に
参
加

一
し
て
下
さ
い
。

一
日

時

平

成

六
年
九
月
二
十
七
日

ω八
時
集
合

一
場
所
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
・
グ
リ
l

一

ン
・
パ
レ
イ

一
参
加
資
格
さ
わ
や
か
・:
ハ
ン
デ
三
十
以

一

上
の
初
心
者
の
方

一

シ
ニ
ア
・
:
男
性
五
五
歳
・

一

女
性
五
十
歳
以
上
の
方

一
参
加
料

三
千
五
百
円
(
プ
レ

l
代
、
昼

一

食
代
は
個
人
負
担
)

一
お
問
い
合
せ
は
、
教
育
委
員
会
内
体
協
事

一
務
局
(
包
七
五
1

三
七
三
七
)
ま
で
。

一人

一

i
l
i
-
-
i
l
i
l
i
-

-老

一

l

二

司
留
第
二
十
八
回

一
一
園
園
秋
季
町
民
コ
ル
フ
大
会

官

1
7
8万
円
一

一

i司

「
ー
ー
ト

u
i
昭
和
町
体
育
協
会
で
は
、
次
に
よ
り

よ
2
9
9万
円
一
時

一
秋
季
町
民
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
い
た
し

一

l
i
-
-コヨ
L
J

ま
す
。
ど
な
た
で
も
気
軽
に
ご
参
加
く

8
9
3
5
万
円
一

…一
だ
さ
い
。

一
日

時

分

一

般

…

※退職者…現在、国保に加入しており、長年会社や役所

などに勤めていて年金をうけている70歳未満の人および

その家族。

さ
わ
や
か
・
シ
二
戸

ふ
れ
あ
い
コ
ン
ペ

平成6.9.1

11意

。

平
成
六
年
十
月
十
八
日
閃

七
時
五
十
分
集
合

丘
の
公
園
ゴ
ル
フ
コ

l
ス

六
千
円
(
予
約
金
を
含
む
。

プ
レ

l
代
昼
食
代
は
個
人
負
担

)

良

お
問
い
合
せ
は
、
教
育
委
員
会
内
体
協
時

事
務
局
(
岱
七
五
ー
三
七
三
七
)
ま
で
。

⑤ しょうわ

場

所
参
加
料



猛暑に負けず・元気にプレイグ
夏休み恒例の子どもクラブ球技大会も今年で24回目となり、お

父さん、お母さんも夏休みに出場したいという親子にわたる数少

ない行事のーっとなりました。

朝早くから、各地区の役員さんはじめ、たくさんの保護者も準

備や応援に集まり、男女各地区の選手が練習の成果を競いました。

今年も例年同様、町の体育協会、ソフトボール部、バレーボー

ル部の方々の全面的なご協力のもと、スムーズな運営と正確な審

判をいただき子ども達もキビキビした審判ジャ ッジに暑 さにだれ

ることなく、最後まで元気にプレイしていました。

⑥ 

第
四
十
五
回

ミニソフトバレーボール

平成6.9.1

中
匡

A 

A 

B 

しょうわ

築地新居

築地新居

西条新田

|結果は次のとおりです1

体
育
功
労
者
に
は
、
永
年
野
球
や
マ

マ
さ
ん
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
指
導
者
と
し

て
活
躍
さ
れ
、
昭
和
六
十
二
年
か
ら
は

体
協
の
役
員
と
し
て
、
町
体
育
協
会
の

発
展
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、

西
条

一
区
の
樋
口
敏
夫
氏
が
受
賞
さ
れ

宇
品
ー
し
れ
~
。

ま
た
、
優
秀
選
手
・
団
体
表
彰
で
は
、

昨
年
県
大
会
に
お
い
て
優
勝
を
収
め
た

築
地
新
居
区
の
弓
道
の
深
沢
武
重
氏
と

体
協
射
撃
部
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

-臨.ma;鑑重盛魁重量孟3・

広報

勝

準優勝

位

女子

優

七
月
十
日
、
竜
王
町
を
主
会
場
に
中

巨
摩
郡
体
育
祭
が
行
わ
れ
、
昭
和
町
か

ら
も
約
二
百
九
十
名
の
選
手
が
参
加
し
、

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

昭
和
町
は
、
昨
年
に
七
位
と
低
迷
し

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
大
会
当

日
以
前
に
行
わ
れ
た
種
目
の
得
点
合
計

で
ト

ッ
プ
に
立
つ
な
ど
、
好
調
な
出
足

と
な
り
ま
し
た
。

結
果
は
、
三
位
以
内
に
十
四
の
種
目

で
入
賞
、
特
に
昭
和
町
で
会
場
を
提
供

し
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と
水
泳
に
お

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
位
と
三
位
に
輝

く
な
ど
、
各
種
目
で
の
健
闘
が
目
立
ち

ま
し
た
。

総
合
優
勝
は
、
開
催
地
で
も
あ
る
竜

王
町
、
準
優
勝
は
櫛
形
町
、
三
位
に
敷

島
町
、
昭
和
町
は
こ
れ
に
次
ぐ
第
四
位

で
し
た
。

一
位
種
目

水
泳
、
テ
ニ
ス
男
子
、
テ

ニ
ス
女
子
、
相
撲

A 

A 

B 

ソフトボール

西条一区

西条一区

西条二区

F
4
 

目券

準優勝

イ立

子男

{憂

(
英
語
指
導
助
手
)
の
紹
介

A
E
T
 

hv
町
体
育
協
会
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
功
績

が
認
め
ら
れ
、
表
彰
さ
れ
た
樋
口
敏
夫
さ
ん
。

T
(英
語
指
導
助
子
)
ブ
リ

l
ス
・
ア

レ
イ
ン
先
生
が
、
来
年
の
七
月
三
十

一

日
ま
で
、

一
年
間
勤
務
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

ア
レ
イ
ン
先
生
は
米
国
の
出
身
で
、

こ
れ
か
ら
一
年
間
、
押
原
中
学
校
で
、
英

語
の
指
導
を
し
て
い
た
だ
く
他
、
町
の

諸
行
事
等
へ
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

地
域
の
国
際
化
推
進
に
努
め
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

昭
和
町
教
育
委
員
会

砂
堂
々
と
行
進
す
る
昭
和
町
選
手
団

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
男
子

ゴ
ル
フ
、
銃
剣
道

卓
球
女
子
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
男
子
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

女
子
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
家

庭
婦
人
、
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ

ー
ル
男
子
、
弓
道
男
子
、

一
位
種
目

二
位
種
目

中
巨
摩
郡
体
育
祭
り
開
会
式
の
席
上

で
、
中
巨
摩
郡
体
育
功
労
者
表
彰
並
び

に
体
育
優
秀
選
手
・
優
秀
団
体
の
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

』

P

ブ
リ
l
ス
・
ア
レ
イ
ン
先
生

外
国
青
年
招
致
事
業
と
し
て
、
八
月

一
日
よ
り
押
原
中
学
校
に
新
し
い

A
E



@
e
h
w和
島
ス
端
1
釧
d

ゆ
牢
固

昭
和
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
今

年
創
部
二
十
一
年
目
を
迎
え
、
更
な
る

飛
躍
を
求
め
て
新
し
い
一
歩
を
歩
み
始

め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

現
在
六
年
生
九
名
、
五
年
生
十

一
名
、

四
年
生
八
名
、
三
年
生
二
名
の
計
三
十

一
名
の
子
供
た
ち
が
入
団
し
て
お
り
、

小
津
監
督
、
磯
部
、
河
田
、
阿
部
指
導

員
と

一
緒
に
一
生
懸
命
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。
練
習
日
は
、
火
曜
日
、
水
曜

日
、
木
曜
日
、
土
曜
日
、
日
曜
日
の
五

日
間
で
、
日
曜
日
に
は
公
式
戦
を
含
め

多
数
の
試
合
が
組
ま
れ
て
お
り
、
子
供

た
ち
が
練
習
の
成
果
を
発
表
す
る
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。
六
月
に
行
わ
れ
た

U

T
Y
の
大
会
で
は
、
中
巨
摩
郡
大
会
ベ

ス
ト

4
に
進
出
し
、
大
き
な
自
信
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
他
、
今
年
は
幸
い
に

野
球

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

も
、
東
京
ド

l
ム
に
於
い
て
野
球
教
室

に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、
子
供
た
ち

に
は
い
い
思
い
出
に
な
っ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、
野
球
の
技
術
向
上
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
き
ち
ん
と
挨
拶
が
出
来
る

よ
う
に
精
神
的
な
面
に
も
力
を
い
れ
て

い
ま
す
。
野
球
以
外
で
も
、
毎
年
夏
休

み
に
キ
ャ
ン
プ
等
を
行
い
、
み
ん
な
で

親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

「野
球
が
大
好
き
な
み
ん
な
、
一
緒
に

が
ん
ば
ろ
う
ぜ
/
」

グ
ラ
ン
ド
で
待
っ
て
ま
す
。

』

F
東
京
ド

l
ム
に
て
:
:
:

町
内
の
皆
さ
ん
の

ご
利
用
を

H

町
立
図
書
館
よ
り

平
成
五
年
度
の
図
書
貸
出
数
は
二

O

六

O
一
九
点
と
な
り
前
年
度
よ
り
四
三

七
六
八
点
増
加
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
に
年
々
そ
の
数
が
増
加
し
、
来
舘

者
も
多
く
な
る
の
は
、
独
立
し
た
立
派

な
図
書
館
で
あ
り
、
図
書
購
入
費
も
一

七

O
O
万
円
と
い
う
巨
額
を
投
じ
新
し

い
図
書
・
資
料
が
備
え
ら
れ
地
域
の
皆

様
方
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
か
ら
だ
と

確
信
し
て
お
り
ま
す
。

甲
府
盆
地
の
ド
真
中
で
幹
線
道
路
が

東
西
南
北
に
走
り
、
図
書
館
の
駐
車
場

も
充
分
確
保
さ
れ
て
い
る
と
い
う
好
条

件
に
恵
ま
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
他
町

村
・
他
都
市
か
ら
の
来
館
者
も
多
く
広

域
的
な
図
書
館
と
し
て
そ
の
使
命
を
果

た
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

時
代
の
変
遷
と
昭
和
町
の
実
態
を
把

握
し
て
誕
生
し
た
昭
和
町
立
図
書
館
は

満
四
年
が
経
過
し
、
本
年
十
一
月
に
は

県
立
図
書
館
を
は
じ
め
県
内
八
館
で
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
組
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
開
館
当
初
よ
り
、
そ

う
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
も
ち
、
先
ず
石
和

町
立
図
書
館
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
は

県
内
で
初
め
て
で
あ
り
、

他
町
村
に
対

し
て
も
、

大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え

た
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
業
績
は
県

内
各
地
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
、
参
観

者
も
年
間
二

O
O名
以
上
を
か
ぞ
え
ま

し
た
。

こ
の
よ
う
な
図
書
館
は
、
町
民
の
大

き
な
誇
り
で
あ
り
「
読
書
の
町
」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
で
新
聞
報
道
さ
れ
た
こ
と

も
、
す
で
に
ご
承
知
の
こ
と
と
思
い
ま

す
が
、
こ
う
し
た
報
道
に
負
け
な
い
よ

う
に
、
是
非
と
も
町
民
一
人
一
人
の
生

涯
学
習
の
場
と
し
て
、
よ
り
一
層
図
書

館
の
利
用
を
職
員
一
同
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

砂
全
国
の
同
規
模
の
町
村
立
図
書
館
で
貸

出
数
全
国
第
一
位
に
な
り
ま
し
た

【
一
般
図
書
}

O
鳴
い
か
れ
た
女
た
ち

リ
ン
・
テ
イ
ル
マ
ン

【
児
童
図
書
}

O
ボ
ク
サ
ー
志
願

皿

海

達

哉

O
時
の
王
子

溝

江

玲

子

O
夢
、
サ
ー
カ
ス

松

美

里

枝

子

学

習

研

究

社

。
ほ
く
っ
て
ふ
と
り
す
ぎ
?

ピ
l
タ

l
・
ボ
ニ

ッ
チ

岩
崎
書
店

。
と
ベ
グ
ル

l

っ
ち
だ

町
立
図
書
館
か
ら

今
月
の

お
す
す
め

図
書

O
機
関
車
先
生

伊

集

院

静

O
女
の
賛
沢

津

村

節

子

。
花
見
川
の
ハ

ッ
ク

稲

見

一

良

O
殺
人
者

K

鎌
田

白
水
社

講
談
社

読
売
新
聞
社

角
川
書
底

敏
夫

双
葉
社

借
成
社

東
京
経
済

平成6.9.1しょうわ

い
さ
む

フ
レ
ー
ベ
ル
館

広報⑦ 



⑧会~，~~}'~~遺言
伍代夏子がやって来るグ

ふるさと第6回

ふれあいまつり105日開催
町
を
あ
げ
て
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
「
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
祭
り
」
が
今

年
も
十
月
十
日
に
押
原
中
学
校
々
庭
で

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

昨
年
は
お
よ
そ
一
万
二
千
人
の
み
な

さ
ん
が
つ
め
か
け
、
祭
り
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
六
回
目
を
迎
え
る
今
年
は
、
テ
レ

ビ
や
ラ
ジ
オ
で
お
な
じ
み
の
伍
代
夏
子

さ
ん
を
迎
え
て
の
歌
謡
シ
ョ
ー
や
、
お

楽
し
み
抽
選
会
、
各
種
団
体
の
出
底
、

そ
し
て
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
か
ざ
る
、
ふ
る

さ
と
花
火
大
会
と
、
趣
向
を
こ
ら
し
た

も
り
沢
山
の
イ
ベ
ン
ト
が
み
な
さ
ん
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
く
わ
し
い
お
祭
り
の
内
容
に

つ
い
て
は
、
来
月
号
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

4

司
伍
代
夏
子
さ
ん

町
職
員
人

八
月
一
日
付
け
で
、
つ
ぎ
の
と

お
り
職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま

し
た
。〔

配
置
が
え
〕

V
教
育
次
長
(
議
会
事
務
局
長
)

後

藤

正

比

古

V
健
康
福
祉
課
長
兼
総
合
会
館
長

兼
児
童
館
長
(
町
民
窓
口
課
長
)

内

藤

弘

V
建
設
課
長
(
都
市
計
画
課
長
)

黒

田

幸

夫

V
町
民
窓
口
課
長
(
建
設
課
長
)

福

島

正

明

V
議
会
事
務
局
長
(
健
康
福
祉
課

長
)

堀

口

勉

V
都
市
計
画
課
長
(
教
育
次
長
)

井

上

俊

男

V
町
民
係
長
(
秘
書
係
長
)

井

上

み

づ

江

V
住
民
税
係
長
兼
徴
収
係
長
(
町

民
係
長
)

山

本

登

美

江

V
教
委
総
務
係
長
兼
学
校
教
育
係

長
(
住
民
税
係
長
兼
徴
収
係
長
)

依

田

吉

美

V
総
務
課
庶
務
係
長
(
下
水
道
係
長
)

向

山

晃

⑧
 

成平

V
経
済
課
主
事
(
都
市
計
画
課
主
わ、つノ

事

)

よ

田

中

武

彦

し

ロ
灰

V
建
設
課
主
事
(
経
済
課
主
事
)
時

明

万

寿

幸

V
社
会
福
祉
協
議
会
主
事
(
健
康

福
祉
課
主
事
)阿

部

裕

一

V
教
委
主
事
補
(
企
画
行
政
課
主

事
補
)

V
下
水
道
係
長
(
地
域
振
興
係
長
)

松

山

仁

V
農
政
係
長
兼
地
域
振
興
係
長

(
農
政
係
長
)

雨

宮

章

人

V
教
委
社
会
教
育
係
長
兼
社
会
体

育
係
長
(
教
委
総
務
係
長
兼
学

校
教
育
係
長
兼
社
会
教
育
係
長

兼
社
会
体
育
係
長
)

長

瀬

博

志

V
出
納
室
主
任
(
税
務
課
主
任
)

依

田

い

づ

み

V
教
育
委
員
会
主
任
(
区
画
整
理

課
主
任
)

秋

山

隆

V
経
済
課
主
任
(
建
設
課
主
任
)

塩

田

真

二

V
区
画
整
理
課
主
任
(
教
育
委
員

会
主
任
)

佐

久

間

紀

彦

V
健
康
福
祉
課
主
事
(
総
務
課
主

事
)

伊

藤

直

樹

V
教
委
主
事
(
総
務
課
主
事
)

清

水

文

彦

V
都
市
計
画
課
主
事
(
町
民
窓
口

課
主
事
)

飯

-=ー，;;;z;>. 
ニ主

美
恵
子

斉

藤

岳

V
総
務
課
主
事
補
(
教
委
主
事
補
)

深

沢

幸

子

V
町
民
窓
口
課
主
事
補
(
図
書
館

主
事
補
)

塚

原

綾

乃

V
図
書
館
臨
時
(
出
納
室
臨
時
)

竹

中

み

ゆ

き

V
環
境
衛
生
課
臨
時
(
教
委
臨
時
)

保

坂

寿

々

子



第
三
十
七
回

山
梨
県
宙
親
大
会
開
催

グ
戦
争
の
な
い
平
和
な
社
会
を
子
供
達
に
残
そ
う
。
。
ひ
と
り
ぽ
っ
ち
の
母
親
を
な
く
そ
う
。
と

始
ま
っ
た
母
親
大
会
は
、
今
年
日
本
大
会
が
四
十
回
・
山
梨
県
大
会
は
三
十
七
回
を
迎
え
ま
す
。

第
一
回
の
日
本
大
会
・
涙
と
訴
え
の
大
会
か
ら
今
日
ま
で
、
保
育
所
づ
く
り
、
小
児
マ
ヒ
生

ワ
ク
チ
ン
輸
入
、
学
校
給
食
、
高
校
全
入
、
湾
岸
戦
争
反
対
な
ど
の
運
動
の
歴
史
を
歩
ん
で
き

ま
し
た
。
山
梨
県
で
は
、
学
童
保
育
所
づ
く
り
に
成
果
を
あ
げ
ま
し
た
。

母
親
大
会
は

「人
間
ら
し
く
生
き
た
い
」
と
い
う
あ
た
り
前
の
願
い
を
自
由
に
話
し
合
う
、

母
親
だ
け
で
な
く
、
若
い
人
も
高
齢
者
も
、
男
性
も
参
加
す
る
話
し
合
い
の
ひ
ろ
ば
で
す
。

多
く
の
町
民
の
皆
さ
ま
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

九
月
十
一
日
(
日
)
午
前
九
時
三
十
分
1
午
後
四
時

と
こ
ろ
昭
和
町
総
合
会
館
・
中
央
公
民
館

内

容

午

前

中

l
i
l
分
科
会
。
①
子
ど
も
教
育
(
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
小
学
生
)

②
中
高

生
の
問
題

③
年
金
・
医
療
・
高
齢
者
な
ど

④
く
ら
し
(
消
費
税
・
環
境
・
米
な
ど
)

⑤
憲
法
と
平
和
・
戦
後
五

O
年
な
ど
午
後
ー
!
講
演
古
屋
和
雄
氏

(
N
H
K
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
・
予
定
)

「本
当
の
家
族
と
は
」
朗
読
と
合
唱

|
||

「
い
の
ち
の
あ
ゆ
み
」

参
加
費
五
百
円
保
育
所
あ
り
ま
す
。

と

き

現
地
実
行
委
員
長
小
野
間
宣
子

現
地
副
実
行
委
員
長
高
野
久
枝
・
名
執
登
貴
子

(第

ω回
日
本
母
親
大
会
に
は
、
昭
和
町
か
ら
高
野
久
枝
さ
ん
・
望
月
正
子
さ
ん
が
参
加
し
ま

し
た
。
)

平成 6年10月 1日(土)

午前10時から午後5時まで

昭和町中央公民館

(昭和町役場西隣り)

相談内容

。不動産(土地・建物)相続、売買、

贈与等

。会社・法人の設立、変更等

。供託

。裁判所・検察庁・法務局等に提

出する書類の作成等

相談担当者 司法書士

。相談内容については、 一切秘密

を厳守いたします。是非お気軽

にお出かけ下さい。なお、お問

合せは、山梨県司法書士会合53

-6900まで

無料登記

法律相談の開設

開催日

時間

場所

な れらまる閉すくく た頭がすりテた いこ焦が動酷てた張
目りを軽すまじ る を 目 目 症 痛 あ み しレり職えれ点うが使い事つ
が ま数く 。湯たの眺をが状ゃりゃたビ、場まががま低すま物た
疲す回眼そで両がめ休疲を首ま痛後 ゲ本です目ぽく下るすのり
れ 。繰球し絞目効たまれ訴筋すみな i主パ。のやいしと。ピし
た りをてつを果りせたえが。をどム祝ソ 疲けか、毛しンて体りとうあ感う
と 返 押 、 た 覆的、るとる凝な感は γ み コ れてな遠様か ト 、筋まい。るじ言 「
き すさタタうで目こき人るかじ、 五 地 ン のきく近体しを目がすう白人た葉目
に とえオオよ す を シ は も と に る 目半さを 現まなの筋、合に緩。凸にはりをか、
涙 、まルルう。閉?、いいはとのした打 象すり調の目わ映めこレは多し耳警
が 目すのをにまじ | しまっ、きかた 眠 っ と。、整活をせったれン、いたに c
出が。上の、たた|ばす りをズ水でこし」」
た 楽こかせぬ、り遠ら。 自の疲れをとる 引毛が品しとたと
りに つ様あ体ょのりい

絞ったタオルが一役 :と妥 fA
を う 面また

よにがす精れ す の い さめもビはロ休をコ 示生が すき
っ眼と O 神はぐにる面せて、ゲい |むーン職す理乾。の
。科れい的目目、と白なす無|かテな時を場貰現いこ回
のなずなのが嫌きいいる理ムが lど間打で信象た れ 数
検いれ影疲疲なにこーのをなでシ、しつワ号での はが
診とに響れれこはとつもせどしヨ目たと ! な、を、増
をきしだと λ と何にの、ずをよンをらきプの目元酷え
受はてとい了をで熱方自時すうを配十は ロ でがに 使る
け、もいう |すも中法を間る O 組慮、五、やす疲戻 し こ
ま早疲えよ | るなしで疲をとテむし分仕パ。れそたと
しめれまりこといですれ決きレのた問事ソ たう目が

今
年
か
ら
山
梨
県
動
物
管
理
セ
ン
タ

ー
で
は
、
毎
月
第
三
水
曜
日
、
午
後
二

時
よ
り
正
し
い
犬
の
飼
い
方
教
室
を
開

催
し
て
お
り
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
事
前
に
同
セ
ン
タ
ー

ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

-
お
問
合
せ
先

山
梨
県
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー

中
巨
摩
郡
玉
穂
町
乙
黒
大
明
神

一O
八
三

(
宮
七
三
l
五

O
三
四
)

(( 

飼
え
な
く
な
っ
た

犬
猫
収
集
日

日
時
九
月
二
日
・
十
六
日
(
金
)

午
前
十
時
五
十
分
1
十
時
五
五
分

場

所

総

合

会

館

前

※
収
集
車
が
く
る
ま
で
は
飼
主
も
い

っ
し
ょ
に
い
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

猫
の
場
合
は
必
ず
麻
袋
な
ど
の
丈
夫

な
袋
に
入
れ
て
ヒ
モ
で
し
っ
か
り
封

を
し
て
く
だ
さ
い
。

平成6.9.1しょうわ広報⑨ 
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(父〉修さん (白〉雅代さん

I ~r、 ハ仰のスピードもけう増して、 い川蹴 | いつも元気な一輝悶日おじいM と山ょにお献歩

r' ~ _' _Q)せない毎日です。誰からも愛され、元気いっぱいの女の子 | するのが大好きです。このまま健康で、 いつも輝いている男

〉嗣 i::~ Iこ育って欲しいです。 Iの子に育って欲しいですo

ぷ人y ぉ申込みは、役場広報担当(H75引竹内線(2竹、

医直面メ|モ|
がない?

純一

山梨医科大学医師

第一外科奥田

、盲腸グヲ除

う
っ
、
お
な
か
が
痛
い
/
グ
盲
腸
グ

じ
ゃ
な
い
か
し
ら
?
手
術
は
い
や
だ
な
。

と
、
い
う
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?
突

然
の
腹
痛
で
発
症
す
る
」
回
腸
d

と
い

う
病
気
は
、
典
型
的
に
は
最
初

「
み
ぞ

お
ち
」
の
あ
た
り
が
痛
く
な
り
、
次
第

に
右
の
下
腹
部
に
痛
み
が
移
動
し
て
き

で
そ
の
場
所
が
最
も
痛
く
な
っ
て
き
ま

す
。
炎
症
の
た
め
周
囲
の
腸
が
刺
激
さ

れ
て
下
痢
を
伴
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

ひ
ど
く
な
る
と
腸
の
動
き
が
悪
く
な
り

逆
に
便
秘
に
傾
い
た
り
も
し
ま
す
。
吐

き
気
や
発
熱
も
し
ば
し
ば
伴
い
ま
す
。

診
断
は
、
今
日
で
も
、
患
者
さ
ん
の
病

歴
と
お
な
か
の
診
察
所
見
、
お
よ
び
直

腸
診
の
所
見
が
最
も
重
要
で
、
最
終
的

に
グ
盲
腸
。
を
手
術
す
る
か
ど
う
か
の

判
断
に
も
な
り
ま
す
。
ま
た
補
助
手
段

と
し
て
血
液
中
の
白
血
球
の
数
や
超
音

波
検
査
の
所
見
な
ど
を
参
考
に
し
ま
す
。

。
盲
腸
。
に
か
か
る
と
絶
対
に
子
術
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
思
わ
れ
て
い
る

方
も
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
必
ず
し

も
全
員
が
手
術
と
な
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

4
目
腸
。
で
困
る
こ
と
は
炎
症

が
ひ
ど
く
な
る
と
時
と
し
て
穴
が
あ
く

こ
と
が
あ
り
、
腸
の
内
容
物
(
こ
の
場

合
便
汁
)
が
お
な
か
の
中
に
も
れ
て
、

腹
膜
炎
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
る
か
ら
で

す
。
腹
膜
炎
を
す
で
に
起
こ
し
て
い
る

場
合
や
、
腸
に
穴
が
あ
く
危
険
の
高
い

も
の
で
は
や
は
り
手
術
が
必
要
で
す
。

そ
れ
以
外
の
場
合
で
は
、
抗
生
物
質
を

含
め
た
薬
で
経
過
を
み
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。さ

て
、
一
般
に
言
わ
れ
て
い
る
病
気

と
し
て
の
」
目
腸
。
と
い
う
言
葉
は
、

医
学
用
語
と
し
て
は
適
切
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
医
学
上
い
う
盲
腸
と
は
、
小
腸

か
ら
大
腸
に
移

っ
た
す
ぐ
の
大
腸
の
一

部
分
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
こ
の
盲
腸

に
、
ま
さ
に
虫
(
み
み
ず
を
連
想
し
て

い
た
だ
く
の
が
適
切
か
と
思
い
ま
す
)

が
垂
れ
下
が
る
よ
う
に

「虫
垂
」
と
い

う
腸
の
突
起
物
が
あ
り
、
こ
の
虫
垂
が

腫
れ
て
炎
症
を
起
こ
す
病
気
が
、
急
性

虫
垂
炎

(
H
一
般
に
言
わ
れ
る
病
名
と

し
て
の
。
盲
腸
4
)

で
す
。
も
ち
ろ
ん
手

術
で
は
、
こ
の
虫
垂
を
と
り
ま
す
。
で
す

か
ら
、
小
さ
い
頃
グ
盲
腸
。
の
手
術
を

し
て
グ
盲
腸
々
が
な
い
(
リ
も
う
、
し

ょ
う
が
な
い
/
)
と
か
ら
か
わ
れ
た
あ

な
た
に
も
、

4
目
腸
。
が
あ
る
の
で
す
。

企

画

財

団

法

人

里

仁

会

一
お
日
め
日
で
日
と
日
う
)

・
・
ぉ
-
く
一
や
一
み
-

(
七
月
一
日
j
七
月
三
十

一
日
受
付
敏
祢
路
)

*
お
誕
生
女

健
や
か
な
ご
成
長
を

地

区

氏

名

(

保

護

者

)

紙
漉
阿
原
遠
藤
大
輔
(
哲
也
)

河
東
中
島
雨
宮
達
郎
(
勝
彦
)

西
条
二
区

五

味

寿

照

(

典

仁

)

上

河

東

島

崎

挙

(

靖

)

西
条
新
田
本
田
愛
梨
香
(
勇
二
)

西
条
二
区
平
井
綾
人
(
一
裕
)

上
河
東
二
区

山
下
愛
菜
(
正
彦
)

築
地
新

居

丸

茂

天

也

(

雄

志

)

上
河
東
二
区

望
月
彩
加
(
規
充
)

飯

喰

井

口

異

こ

美

(

敦

人

)

西
条

一
区

雨

宮

航

一

(
春
彦
)

築
地
新

居

井

口

敏

希

(

仁

)

西

条

二

区

小

林

勇
介
(
弘
)

-vご結
婚
・

末
長
く
お
幸
せ
に

地

区

氏

名

上
河
東
二
区

植

松

篤

中

田

恵

美

宮
川

守
昭

深
津
か
お
る

萩
野
谷
孝
史

深
津
佐
代
子

河
東
中
島

西
条
二
区

A'お
悔
み
企守

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

地

区

氏

名

(

届

出
人
)

清

水

新

居

中

沢

造

(

清

文

)

西
条
二
区

長

谷

川

渉
(
澄
男
)

西
条
二
区

股

忠

久

(

藤

子

)

西
条
二
区
名
執
宇
平
(
益
夫
)

⑪ 平成6.9.1しょうわ広報



「多血辺
おいしそ-!!~グ〈楽しいクッキング〉 〆務会7まあ、

CA) 

だし汁150g……%カップ

さとう15g……大さじ 1yz 
しようゆ36g……大さじ2
みりん18g・H ・H ・..大さじ f

絹さやえんどう30g

-材料 C4人分)

いわしすり身200g
卵25g・H ・H ・.....・H ・../J¥Yzコ
かだくり粉3g…小さじ T
ミックスベジタブjレ80g
しようが汁...・H ・..小さじ?

生ゆ1~120g …...・H ・ ..4 枚

-作り方

⑦いわしのすり身に卵とミックスベジタブjレとか定くり粉を入

れてよく混ぜ合わせ4等分する。

②生ゆばを広げ⑦を棒状にしてのり巻きのよう!こ巻く。

③ CA)を鍋で煮立て②の巻き終わりを下にして中火で煮舎める。

④f本を4""'5切れに切って盛る。

⑤絹さやえんどうを残りの煮汁で、さっと煮て付け合わせる。

ゆ
ば
の
い
わ
し
巻
き

食生活改善推進委員

五昧たみ子さんc;青水新居)

「一一ちょっと一言 | 

生ゆばは柔かいので煮る時は中

火で煮る。

骨粗しよう症予防の料理です。

-

ほ

? 

」ー

つ

つ

連
立
の
邪
心
群
が
り
改
革
デ

l

休
耕
田
農
政
今
年
は
な
ん
と
す
る

自
画
像
に
万
足
生
き
て
る
俺
の
土

登
山
靴
だ
け
が
残
っ
て
た
雪
崩
跡

美
の

ロ
マ
ン
山
そ
れ
ぞ
れ
の
色
に
揺
れ

一
票
へ
義
理
が
か
ら
ま
る
田
舎
町

ナ
イ
タ
ー
も
楽
し
く
響
く
ゲ

l
ト
玉

才
月
は
早
く
八
十
路
が
そ
こ
に
あ
り

農
に
あ
る
事
の
幸
せ
米
の
山

米
を
揖
く
コ
イ
ン

一
つ
も
世
の
移
り

冷
夏
を
も
多
少
気
に
し
た
早
田
植

生
甲
斐
の
旅
路
で
教
わ
る
夫
婦
愛

山
裾
を
悲
し
み
抱
い
て
茶
毘
の
煙

世
知
か
ら
い
世
へ
角
を
出
す
か
た
つ
む
り

夏
山
の
季
節
待
っ
て
る
登
山
客

農
繁
期
機
械
作
業
で
捗
が
行
き

故
郷
の
温
り
運
ぶ
山
の
幸

政
治
家
の
握
手
は
何
時
も
笑

っ
て
い
る

時
差
ぽ
け
か
成
田
に
す
一

っ
た
連
休
日

西
伊
豆
は
生
甲
斐
パ
ス
で
盛
上
り

底
辺
で
見
上
る
山
の
険
し
す
ぎ

下
積
へ
故
郷
の
便
り
が
佳
話
を
く
れ

米
不
足
も
う
大
国
が
ゆ
れ
て
居
る

老
い
の
身
が
未
だ
ま
だ
み
ど
り
の
風
が
好
き

花
時
計
労
わ
り
合

っ
て
る
老
夫
婦

梅
雨
の
日
も
私
に
く
れ
た
時
明
り

) I [ 

柳矢
崎

井
口

磯
部沢

高
野

森
田
み
づ
ほ

山
本
み
よ
子

堀
内
美
代
子

三
神
ま
も
る

オミ
ホ木

田
相
原
あ
き
子

j尺
中
沢

竜
星

素
木

玉
枝

花
枝

夏
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合
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の
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木
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い ー とスう i 母ト線合喝誕地 A 習塾鶴湾立議総 ひょに咲を真 1~
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す、いスら と。さ乱め
。まえがば桜 歴ののきの地 す !と秋色われ尽愛
たる咲 、が ま史ではて中はこ。ドも風彩しるく情
酒できこ咲た を 、 日 、 ご メ の がいにはいコす
器し下れき、も八露全ろキコ たえな、風スょ
にょがとの南つ十戦国日シス だなぴ白情モつ
飾うつ対ぽ かて年争に本コモ よいく・をスに
つ 。て照つらいくの広にでス つ可様赤たは
て く的て北 まら あが 入、 の て憐は・た、た
み るにいへすいとつつ明原 い な 、 ピ え ま よ
て の、くと。のなたて治産 まムイ可ンたさり

ゐ
皐

9月に入ると日が短くなり 、夕

方には涼風が立ってしのぎやすく

なり ますが、いよいよ本格的な台

風シーズンの到来です。これまで

にも大きな被害を招いた台風のほ

とんどが、 9月に集中しています。

〈備えあれば憂いなし〉のことわ

ざを頭において、早めの準備を心

カfけてください。

また、この時期のサンマは落語

の中でも有名で、おいしさに舌鼓

を打って しま うほどです。新鮮な

ものを求めて、高温

直火で焼けば、おい ぐ午突す号崩

しさはまた格別です。忍ば

ご家庭でも今夜あた 長3援をー七三
りいかがでしょうか。…・・ ・地・

ホ勺とひとし、手
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水
に
慣
れ
親
し
む
こ
と
か
ら
始
め
、

泳
げ
な
い
人
で
も
二
十
五

m
は
泳
げ
る

よ
う
に
な
れ
ま
す
。

泳
げ
る
人
は
、
よ
り
長
く
、
よ
り
ス

タ
イ
リ

ッ
シ
ュ
に
/

-
一
般
成
人
男
女

二
十
名
(
先
着
順
)

昭
和
町
立
温
水
プ
ー
ル

十
月
五
日
、
七
日
、
十
一

日
、
十
四
日
、
十
九
日
、

二
十

一
日、

二
十
六
日
、

二
十
八
日
、
十

一
月
二
日、

日会定対

時場員象

体
操
ス
ク
ー
ル
の
先
生
の
指
導
で
、
ト
ラ
ン

ポ
リ
ン
や
マ

ッ
ト
、
平
均
台
な
ど
を
使
い
親
子

で
楽
し
く
遊
ぴ
ま
す
。

日
時
十
月
四
・
六
・
十
一
・
十
三
・
十
八

・
二
十
日
(
火
・
木
曜
日
六
回
)

午
前
十
時
i
十
二
時

昭
和
町
教
育

委
員
会
主
催

親

室

集募生講

親子

A 
Jι 

受

講

料

申
込
期
間

四

日

計

十

回

(

毎

週

水

・
金
曜
日
)
午
後
二
時
三

十
分

1
三
時
三
十
分

無
料

九
月
六
日
(
火
)
か
ら
受

付
け
し
、
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

利
用
チ
ケ

ッ
ト
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
(
回
数
券
三
千

円
)
水
着
、
水
泳
キ
ャ

ッ

プ
、
タ
オ
ル
を
準
備
し
て

下
さ
い
。

昭
和
町

立
温

水

プ

l
ル

(
企
七
五
l
九
八

一一

)

そ

の

他

お
田
次
方
先

子

体

操

教

室

場

所
対

象

{
疋
ロ
貝

参
加
料

持
ち
物

申
込
み

昭
和
町
総
合
会
館
軽
運
動
室

町
内
在
住
の
三
歳
児
と
そ
の
保
護
者

三
十
組

無
料

タ
オ
ル
・
ビ
l
チ
ボ
l
ル
・
な
わ
と
び

昭
和
町
教
育
委
員
会
宮
七
五
|
三
七
三
七

" 
" 
" 

山
梨
医
科
大
学
公
開
講
座

高
齢
化
社
会
の
時
代
を
迎
え
、
よ
り

良
い
第
二
の
人
生
を
過
ご
す
た
め
の
一

助
と
し
て
、
「
す
こ
や
か
に
生
き
る
i
こ

ど
も
を
め
ぐ
っ
て

i
L
を
テ
l
マ
に
、

医
大
の
教
授
が
、
地
域
の
み
な
さ
ん
に

わ
か
り
や
す
く
講
義
を
い
た
し
ま
す

0

・
講
義
内
容

『遺
伝
子
診
断
と
遺
伝
子
治
療
』

生
化
学
講
座
第
一
教
室
前
田
教
授

『不
妊
症
、
体
外
受
精
』

産

婦

人

科

学

講

座

加

藤

教

授

『白
血
病
』

小

児

科

学

講

座

中

津
教
授

・

日

時

十
月
五
日
(
水
)
午
後
一
時
1
五
時

下
水
道
祭
り
の
お
知
ら
せ

峡
東
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、

「全
国
下

水
道
促
進
デ
l
」
の

一
環
と
し
て
、
浄

化
セ
ン
タ
ー
の
施
設
を
一
般
開
放
し
、

下
水
道
祭
り
を
行
い
ま
す
。
多
く
の
皆

さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

口
u

時

メ〉、
:z:;:; 

場

九
月
十
日
(
土
)

十
時
i
午
後
二
時

峡
東
浄
化
セ
ン
タ
ー
(
石
和

町
東
油
川
)

施
設
見
学
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

(
バ
ザ

i
等
)

峡
東
浄
化
セ
ン
タ
ー

包
六
三
l
二
七
三
八

午
前

内

空会マ
'口

問
合
せ

-

会

場

山
梨
医
大
臨
床
講
義
棟
大
講
義
室

当
日
は
、
医
大
の
無
料
パ
ス
が
送
迎

い
た
し
ま
す
。
ご
利
用
に
な
る
方
は
、

町
役
場
前
へ
十
二
時
十
分
ま
で
に
集
合

し
て
く
だ
さ
い
。

-
募
集
人
員

昭
和
町
の
方
十
五
人
(
全
体
で
百
人
)

圃
受
講
料

三
千
七
十
円
(
町
で
全
額
負
担
)

・
申
込
み
期
間

九
月
十
九
日
(
月
)
i
一
二
十
日
(
金
)

・
申
込
み
先

昭
和
町
役
場
健
康
福
祉
課

(
宮
七
五
|一

一
一一

一
)
ま
で

空
手
道
を
な
ら
っ
て

み
ま
せ
ん
か
/

空
手
を
手
段
と
し
、
心
と
体
を
鍛
え

宇
ナ
し
ょ
、
っ
。

-
日
時
毎
週
水
曜
日
・
金
曜
日

(
た
だ
し
少
年
部
の
金
曜
日
は
第
一
、

第
三
の
み
)

午
後
七
時
1
午
後
八
時
三
十
分
(
少

年
部
、

一
般
)

午
後
八
時
三
十
分
1
午
後
十
時
(
一

般
の
み
)

-
場
所
西
条
小
学
校
体
育
館

-

指

導

空

手

道

責

任

者

青

柳

光

※
詳
し
い
こ
と
は
教
育
委
員
会
(
岱
七

五
l
三
七
三
七
)
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

国保ミこだより
町が医療機関などに支払った 6

月分の医療費は、約3，062万 3千円

です。(前年同月比1.32%の増)

病気の予防は、早

期発見、早期治療

が大切です。むや

みな転医はつつ し

み、医療費を大切

にイ吏いましょう 。

-電話のご相談もお受けします

ft0552-28-8335 (直通)

相談日・・月曜から金曜午前 9 時半~12時
午後 T 時~4 時40分(祝祭日を除<)

@専門の相談員ガ親身になってご相談に同じます。

。弁護士相談目・・岳月第3木曜日午後↑時"-'4時

陶芸教
例年 「昭和町ふるさと祭り」に力

作を出品し、好評の文化協会「陶

芸部」のみなさんのご指導、ご協

力のもと、親子でたのしみながら

自分の作品を完成する陶芸の入門

教室です。秋の夜長、親子のふれ

あいの場としてもご一緒にどうぞ。

日時 10月20日 (木) 夜7:30~

21日(金)

11月10日(木)

21日(月)

場所中央公民館工作室

費用粘土代 l人500円定員 15組30人

対象 小学生以上の児童街走とその偏重者

10月3日(月)より受け付け開始

定員になり次第締め切ります。

申し込み・問い合せは、教育委員

会社会教育係 (ft75-3737)

EZTTZコ
「気をつけて」

朝の一言 忘れずに

--ア月分-- 。i

n?|jm 
gドr.歌

日本損害保険協会

甲府自動車保険請求相相談センター
甲府市丸の内3-1-6住友生命山梨ビ/レ3階 甲府調査事務所内 fi0552-28-8810

社団法人

⑫ 平成6.9.1しょうわ広報



C保健衛生だより5
手し 児 健 康 曇ロdジp 査 3 手重 zごtEuヨ 4Ebコ、 予 防 接 ネ重

実施日 該 当 ノ!日じ 受付時間 日 時 9月22日(木)午後f時~↑時45分
場 所総合会館

平成6年 5月生まれ 午後?時---1時30分 該当児
9月13日

砂 I期一…平成 4年3月~平成 4年 8月生まれのお子さん
(火)

平成6年 2月生まれ 午後f時30分---2時 4歳未満でまだ未接種のお子さん

砂II期一・… I期 3回を完了して 1年-1年 6か月以内の子

実施日 -百~ 当 ノ!日し 受付時 間
持ち物母子手帳・問診票

平成5年8月生まれ 午後1時---1時30分 ツベルクリン反応検査とBCG接種
9月14日
(氷) 日時

平成5年11月生まれ 午後f時30分---2時
ツベルクリン接種 判定 BCG接種

陽転確認の子 9月27日(火) 29日(本) ※30日(劃
場 所 総合会館

初めての子 28日協) 30日(劃 30日(劃
持ち物 母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具・パスタオル

時間午後?時---1時45分 (29日は?時30分まで)

手し 児 京.::LE文三 野ラ 外 科 検 吾ロ分ジ
場所総合会館

対象児 ①初めて接種をするお子さん

実施日 9月26日(月) 平成 5年10月~平成 6年 3月生まれのお子さん

受付時間 午後T時---1時30分 4歳未満でまだ未接種のお子さん

場 所 総合会館 ②陽転確認のお子さん

該当児平成6年 5月~平成 6年 6月生まれのお子さん
昨年の 9月にBCGを接種したお子さん

持ち物母子手帳
※陽転確認のお子さんは、判定で陰性の場合にだけ30日働

* 5月生まれのお子さんには、神経芽細胞腫検査の説明と検
にBCGを接種します。

.初めて接種をするお子さんで、判定が陰性・疑陽性の場
査セットの配布をいたします。

合は、その場でBCGを接種します。判定が陽性の場合

は、再度ツベルクリン反応検査をいたします。

3 歳 児 健 康 吾ロ合ジ 査
実施日 9月刊日(月)

安 産 教 F主~ 
受付時間 午後?時---1時30分
場 所 総 合 会 館

該当児平成 3年 6月~平成 3年 7月生まれのお子さん 日時 9月 5日(月)・ 12日(月)午後?時30分---4時

及び前回未受診のお子さん 場所総合会館

持ち物母子手11長・ 3歳児健康診査票・食べものについて 対象者 出産予定月が平成 6年10月~平成 7年 1月までの方

の質問票・尿検査セット 内容母乳育児、お産に対する講義、妊婦体操や呼吸法の

実技など

歳 児 」陸」=lー 科 ネ実 =-ロ~ジ，、v 

子 F邑晶『 が ん ネ実 吾ロ合ジ

実施日 9月 8日(木)

受イ寸時間 午後 f時---1時30分 子宮がん模診は、10月--12月!こ指定医療機関で個別に受

場 所 総合会館 診していただきます。費用は無料です。

該 当児平成4年 5月~平成 4年 7月生まれのお子さん 対象者町内の30歳以上の女性

持ち 物 母子子帳・歯についての質問票・毎日使っているコップと歯7'ラシ お申込み地区の愛育班員さんを通してお申込みをど

うぞ。直接お申込みをされる方は、後日、配布

田子手帳受付及び一般健康相談 書類を取りに来ていただくことになります。

日 時 9月 2日(金)・ 9日(金)・20日(火)
締切り日 直接の場合は 9月30日(金)まで

午前9時~竹時30分
直接のお申込み先役場健康福祉課 (ft75-2111)

場 所総 合 会 館

※母子手帳の交付を希望される方は印鑑をお持ちください。 -保健・健康に関するお問合せは
※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、

栄養指導などを行い、健康についての相談にお応えしてい 役場健康福祉課保健指導係

ますので、お気軽にお出かけください。 fi75-2111 内線252・253までどうぞ

⑬広報しようわ平成6.9.1
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土 Saturday

3強

木 Thursdi-y

?友ヨ|
二百十日・防災の

日

飼えなくな った犬

・描の収集日

母子手帳交付及ぴ

一般健康相談

(総合会館)

金 Friday

2 ~ 
水 Wednesday

敬@盆固~包嬰盆包閤
9月21日(水)，，-，9月30日(金)

ふれあいとゆとりでつなごう無事故の輸
ーー交通安全は家庭と職場と地域からーー

火 Tuesday月 Monday日 Sunday

8ム滅
白露・平和条約調

印記念日

総合会館温泉定休|図書館・温水プー| 〆ヘ |行政相談(中央公 1 2歳児歯科検診 |母子手帳交付及ぴ

日 |ル休館日 .~守\も |民館午後 1時-) 1 (総合会館 一般健康相談(総
I ''';:: ~.~~:::::: ((f'}-~ ¥v. I ~ ~ ~.， '，"̂-->，;:; ~'，~ 'U~ ^ I ¥ ".，~， '-' ..... .'P I 

安産教室 | 片品'U t 心配ごと相談(総合 合会館)

(総合会館 年輪首誕会館午後l時-)
リハビリ教室 (総

合会館)

10百
全国下水道促進デ

9室
救急、の日

先
負

友
ヨ|

赤
口4室

完
勝17 赤

口16 15室
回敬老の日

仏
滅14 13 ~ 

司法保護記念日

12奇
水路記念日ロ

u

先
勝

十

凋

l
百

n
E
E
二

図書館二 jZ示示孟|瓦見定診一一(おふ一会r~~記己IiHiA - iおー総合会館温泉一定1i l向ーギ示<1--ふ五云 T記長吾
ル休館日 |館;)合 会館午後 1時 |日 |・描の収集日

安産教室 (総合会 1-) 図書館・温水ブー|読み聞かせとお話

館乳児健診(総合会1)レ休館日fヘOA:'， 1の会(町立図書館

館 な~JI) I 午前10時30分-)
~守震波" I講座「郷土の歴史」
叫仁三げ出宝 |野外史跡、研修会

22百 123議
団秋分の日

24友ヨ|
結核予防週間・環

境衛生週間

20強
彼岸入り・動物愛

護週間・十五夜

総合会館温泉定休|図書館・温水ブー |母子手帳交付及び |行政相談(中央公|読み聞かせとお話|総合会館温泉定休

日 iル休館日 |一般健康相談(総 |民館午後 l時-) 1 の会(町立図書館|日

3歳児健診(総合 |合会館)ハにでプ¥ |心配ごと相談(総合会 |午前10時30分-) 1 図書館・温水プ一

会館 Ir/~ 1 館午後 l 時-) 13種混合予防接種|ル休館日 )，t

d'.'\" 企~I リハビリ教室(総 1 (総合会館 朴氏
、世到」、 |合会館 昨日i
ふρ~I- 崎3

27室 128百 129露 130友
ヨ|

大
安21 先

負

26強
彼岸明け

19 友
ヨ|

先
負

18 

25 

山梨県体育祭閉会|図書館・温水ブ-1ツベルクリン反応 |交通事故出張相談 |ツベルクリン反応|図書館休館日

式 守¥〉ぃ |ル休館日 同 査 (総合会館) I (中央公民館午前 |判定(総合会館) IBCG接種(総合会
斗ιru!' 乳児整形外科検診 |さわやかシニアふ 110時~午後 3時) 1 館)

.、~初号ゴ 1 (総合会館れあいコンペ(グ|心配ごと相談(総合会

、毎~ \\ <4'~ I リ ーン パレ イ館午後l時-)

会11VJJ | | |ぷ/以話応

※収集 日が祝日の場合 は収集業務はいたしま

せんので次回の収集日をご利用ください。

※必ず町指定の収集袋を使用してください。

黒いビニール袋などでは出さないで、ください。

※収集袋、荷札には必ず氏名、 電話番号を記入し

てください。荷札は粗大ゴミに使用してください。

※収集日 の当 日午前 8時30分までに出してく

だ、さい。

※燃える物、燃えない物の分別はし っかりお

こなってくだ、さい。

※粗大コ、、ミを早く処理したい方は、役場環境衛生

課へご相談ください。ft75-211l(内線226)

西 西 清 西|押河紙築飯河上主
条条 水 条 | 東 漉地 河

l m 河東一二新新|中阿新 一

区 区 居 田 |越 島 原居喰西東医

毎週火・金曜日 | 毎週月・木曜日

2日.6日.98・13日11巴.5日.8日・128
T6日.20日.27日・30日119日.22日.26日.29日
第2水曜日第4水曜日|第f水曜日第3水曜日

日日・ 28日 7日・ 21日

i也

区

⑭ 平成6.9.1しょうわ広報

28日(第4水曜日)
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